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令和４年度アクション・プラン【中播磨県民センター】 
Ⅰ 目指す姿 

 中播磨地域の緑豊かな自然、播磨灘の豊富な海の幸や世界文化遺産・姫路城など恵まれ

た地域資源を活用し、４つの目標を定め、県民、市町、企業、団体等と連携しながら日本

遺産「銀の馬車道 鉱石の道」を核として、｢人と地域がつながる“元気”な中播磨の創生｣

を目指す。 
 

 【目標】               数値欄の上段(網掛)は目標値、下段は実績値 

KPI 目標設定の時点 R2 R3 R4 R5 R6 

観光入込者数  10,327千人 10,327千人 10,327千人 10,327千人 10,327千人 

10,327千人(H30) 4,300千人 
 R4 年 10 月頃 

公表予定 
  

コロナ禍以前の数

(H30)並 

観光宿泊者数  1,458千人 1,458千人 1,458千人 1,458千人 1,458千人 

1,458千人（H30） 494千人 
R4 年 10 月頃

公表予定 
  

コロナ禍以前の数

(H30)並 

若者の転入超

過数 

（20～39歳） 

   ▲552人 ▲529人 ▲506人 ▲483人 ▲460人 

▲576人(H30) ▲868人 ▲882人   H30の 80％ 

（うち女性の

転入超過数） 

 ▲186人 ▲178人 ▲170人 ▲162人 ▲155人 

▲194人(H30) ▲545人 ▲497人   H30の 80％ 

新卒高校生の

管内就職割合 

   56.0％ 57.0％ 58.0％ 59.0％ 60.0％(R5) 

54.0％(H29) 60.3％ 59.9％   前戦略の目標値 

お住まいの市・

町の企業に活気

が感じられると

思う人の割合 

   37.6％ 38.2％ 38.8％ 39.4％ 40.0％ 

36.6％(H30) 30.6％ 33.0％   
過去5年間の最高

(H30)並 

お住まいの市・

町の駅前や商店

街に活気が感じ

られると思う人

の割合 

   33.4％ 33.8％ 34.2％ 34.6％ 35.0％ 

33.3％(H30) 23.8％ 25.3％   
過去5年間の最高

(H30)並 

地元や県内の農

林水産業に活気

が感じられると

思う人の割合 

   23.2％ 24.4％ 25.6％ 26.8％ 28.0％ 

22.7％(H30) 

淡路28.2%(H30) 
21.4％ 24.5％   

H30地域別の最高

（淡路）並 

住んでいる地域

にこれからも住

み続けたい人の

割合 

  79.0％ 80.5％ 82.0％ 83.5％  85.0％ 

76.6％(H30) 

神戸85.0%(H30) 
73.6％ 75.5％   

H30地域別の最高

（神戸）並 

地域の災害に対

する備えは、以

前より確かなも

のになっている

と思う人の割合 

   32.0％ 38.0％ 42.0％ 46.0％ 50.0％ 

25.0％(H30) 

但馬50.0%(H30) 
30.7％ 33.3％   

H30地域別の最高
（但馬）並 
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Ⅱ 取組の方向性 

 １ 思わず訪れたくなる中はりま 

日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」の歴史的魅力を国内外に発信するとともに、仏パ

リオリンピック等国際イベントの開催を機に滞在型・周遊型観光を推進し、交流人口を

拡大する。 

２ 若者・女性が活躍できる中はりま 

若者の地元就職や女性の活躍を促進するとともに、高校生・大学生等の意見を活 

   かすなど、若者の県施策等への参画を推進する。 

  ３ 活気とにぎわいのある中はりま 

    姫路市文化コンベンションセンター（アクリエひめじ）の開館や福崎駅前整備等を機

に中播磨地域の賑わいづくりを一層推進するとともに、産学官連携による“ものづくり”

企業の競争力向上、社会インフラの充実、農林水産業の活性化を図る。 

   ４ 暮らしやすさNo１の中はりま 

    県立はりま姫路総合医療センター（令和4年5月開院予定）を中心とした質の高い効果

的な医療の提供や災害に強い社会基盤を整備する等、安全安心のまちづくりや、ふるさ

と意識及び地域への愛着の醸成を推進する。 

 

Ⅲ 具体的な取組（主なもの） 

１ 思わず訪れたくなる中はりま 

（１）日本遺産「銀の馬車道 鉱石の道」推進プロジェクト 

     日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」ゆかりのシスレーなどフランスとのストーリー

を活かし、欧州からの交流人口増加を目指すとともに、周辺の魅力を含めた地域のブ

ランド化に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 「銀の馬車道」プロジェクトの推進《拡充・10,900千円》 

・ 銀鉱石をイメージした白いカボチャを「銀馬車かぼちゃ」としてブランド化

し、沿線地域内外にプロモーションを展開 

・ 「銀の馬車道」沿線の産品や、「銀の馬車道」のイメージを活用した商品の開

発支援、ＥＣサイトの活用による「銀の馬車道」商品の販売支援を実施 

・ 「銀の馬車道」をイメージしたアート看板等制作支援や「銀の馬車道」関連資

料の整理・収集等によりストーリーの見える化の強化 

・ 「銀の馬車道」設計者が母国フランスに送ったノイバラの遺伝子を持つバラの

中から、銀の馬車道のシンボルとするバラを選定 

・ 「はりま姫路の酒」を欧州に向けＰＲ 
② 日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」を活かした取組の推進《5,000千円》 

・ 「ひょうごサイクリングモデルルート」の「銀の馬車道・鉱石の道周遊ルー

ト」にてサイクリング事業の実施 

・ 「銀の馬車道・鉱石の道」沿線の魅力スポットを巡るサイクルトレインを運行 
・ 高校生による日本遺産魅力発見ワークショップの開催 

・ 「銀の馬車道・鉱石の道」日本遺産認定５周年記念イベントのＰＲ 
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（２）訪れて巡りたくなる中はりま 

     世界文化遺産・姫路城の知名度を活用し、中播磨の豊かな観光資源への周遊と体験

ツーリズムの活性化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）豊かな資源を活かした食の魅力発信 

     豊かな自然や食文化など様々な地域資源を活かし、地域特産物のブランド化、魅力

と活力のある地域づくりに取り組み、国内外にその魅力を発信することにより交流人

口の拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 思わず行きたくなる中はりま誘客促進《1,500千円》 

・ 「兵庫県中播磨ツーリズムガイドマップ」の改訂 
② サイクリングモデルルートを活かした中播磨地域づくり《840千円》 
 ・ サイクリングマップの配布による情報発信 

 ・ サイクルスタンドや路面標示等の設置等サイクリングモデルルートの整備 

③ 中播磨の山城魅力発信事業《2,500千円》 

 ・ ＡＲ（拡張現実）技術等により往時の山城の様子が体感できるアプリを制作 

④ 播但線沿線等の魅力アップ《650千円》 

 ・ 沿線高校美術部と連携し、版画や絵画を駅舎･列車内に掲示 
 ・ 銀の馬車道と連携したサイクルトレインを運行（再掲） 

 

【主な事業】 

① 食と農で結ぶ夢街道づくり《2,000千円》 

・ 観光農業や農業体験、交流イベントの開催 
・ 夢前町の風土（土壌、気候、地形、水など）とともに、生産された農畜産物や

それを活用した料理や日本酒等を当地で楽しむ「夢前テロワール」の支援 

② 播磨のさかなとブルーツーリズム支援事業《7,900千円》 

・ “播磨のかき、あさり”生産・需要拡大支援のため、高品質化や、かごにて１

粒ずつ生産するシングルシードマガキの新技術開発、ＰＲ活動等を支援 

 ・ 高級ハモの切り身セット販売等、販売の多チャンネル化による販売促進 

 ・ 「ブルーツーリズム」体験のため、漁学見学ツアーや漁村地域での民泊を実施 

③ 中はりま食文化の発信《4,850千円》 

 ・ 「はりま姫路の酒」の海外プロモーションの実施 

 ・ 「姫路食博2022」の開催を支援 

④ 水産資源を守り育てる増殖場の整備《－》 
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２ 若者・女性が活躍できる中はりま 

  （１）若者・女性の就業・地域活動支援 

中播磨地域では、20歳代は転出超過となるものの、30歳代では転入超過となる傾向

がみられることから、進学・就職を機に域外へ転出した若者・女性をメインターゲッ

トに、産官学が連携し、就業支援や地域活動の支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高校生・大学生等の参画 

     日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」沿線の高校生による地域を巻き込んだ新たなプ

ロジェクトの提案など、高校生・大学生等の県施策等への参画を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 高校生のための起業セミナー《新規・1,800千円》 

 ・ 地元高校生を対象に、創業の心構えや事業計画、マーケティング、財務等のポ

イントを学ぶセミナーの開催 

② 産学官連携による「中はりま産業力」強化《拡充・1,700千円》 

・ ｢企業・大学・学生マッチング in ＨＩＭＥＪＩ 2022」を開催   

・ 中小企業若手技術者等を対象とした「ものづくり力向上セミナー」を開催 

・ 企業経営者を対象に産業や技術を中心としたセミナーや情報交換会等を開催 

③ 中はりまの企業ＰＲ大作戦（ＵＪＩターン対策）《4,400千円》 

・ 播磨地域就職支援サイト「ＪＯＢ播磨」において、地元企業の魅力を発信 

・ 県内外の理系大学・学部において中播磨企業をＰＲする出前セミナーを開催 

・  企業の多様な採用活動の支援として、ＡＩ面接を導入する企業への支援 

④ ものづくりを支える人材確保支援《616千円》 

 ・ 地元高校生を対象とした企業紹介セミナーや、高等学校進路指導担当者と企

業との交流会を開催 

⑤ 女性活躍促進企業セミナー《400千円》 

・ 女性の雇用に積極的な企業などの事例を学ぶセミナーを開催 

⑥ 生活創造活動支援《－》 

・ 生活創造関連情報を発信                                                     

・ 生活創造活動グループの相互交流を推進 

⑦ 中はりま農的くらし定着支援《1,200千円》 

【主な事業】 

① 日本遺産「銀の馬車道・鉱石の道」を活かした取組の推進（再掲） 

・ 高校生による日本遺産魅力発見ワークショップの開催 

② 播但線沿線等の魅力アップ（再掲） 

 ・ 沿線高校美術部と連携し、版画や絵画を駅舎･列車内に掲示 
③ 小学生への社会基盤整備ＰＲ事業《840千円》 

・ 小学生を対象に防災スクール、絵画コンクール、現場見学バスツアーを実施 
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  ３ 活気とにぎわいのある中はりま 

（１）姫路駅周辺の“顔づくり”の推進 

     姫路市文化コンベンションセンター（アクリエひめじ）が開館し、県立はりま姫路

総合医療センターが令和4年5月の開院を目指して整備が進められていることから、引

き続き「姫路市都心部まちづくり構想（Ｈ18.3策定）」の推進に協力し、播磨地域の

中心である姫路駅周辺整備を図るとともに、駅周辺の施設整備に合わせた道路等の整

備を推進する。 

 

 

 

 

 

 

（２）姫路港の賑わいづくりと利活用 

     クルーズ客船の安全・安心な受け入れに取り組むとともに、姫路港発着の周遊クル

ーズにより賑わいを創出する。また、旅客ターミナルエリアのリニューアル等の推進

により、県民の交流や賑わい空間を創出することで地域の活性化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）中播磨地域の元気、活力を支える道路網の整備 

     中播磨地域の元気、活力を支えるため、高速道路から生活道路にいたる道路網につ

いて、利活用の増進や中心市街地の形成などに重点を置きつつ、選択と集中により、

効率的・効果的な整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 駅周辺の整備推進《－》 

② 駅周辺道路等の整備推進《－》 

③ 日常生活や地域を支える道路整備《－》 

 ・ 駅へのアクセス道路の整備 

【主な事業】 

① 播磨臨海地域道路《－》 

② 播磨の中心市街地（姫路市）の骨格道路網形成《－》 

【主な事業】 

① 観光クルーズ客船の誘致強化《840千円》 

・ クルーズセミナーの開催やクルーズ・サポーターの募集 

・ 姫路港イラストマップの改訂 

② 姫路港旅客ターミナルエリアリニューアル《－》 

③ 背後圏企業へのポートセールス活動の展開《－》 

 ・  姫路港背後圏の荷主企業等に対するポートセールス活動を実施 

④ 姫路港ふれあいフェスティバルの開催《3,467千円》 

⑤ 姫路港周遊クルーズの実施《2,245千円》 

 ・ 姫路港周遊クルーズの実施 

 ・ 瀬戸内海ミニクルーズの実施 
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（４）はりまのものづくりを強化するための支援 

     中播磨地域に集積する産学官に係る資源の効果的な連携を図り、大学、企業との技

術交流の促進により、地域のものづくり力の一層の強化を図る。また、ものづくりを

支える人材を確保するため、企業の情報を広く発信するとともに、企業と学生のマッ

チングを図る機会を充実させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）農林水産業の生産振興 

    過疎・高齢化や耕作放棄地の拡大が懸念される中播磨北部地域における新規就農者

サポート、収入安定化のための事業を展開するとともに、農地の面的集積とほ場の大

区画化を一体的に進めるほ場整備を推進し、農業水利施設の機能が適正かつ持続的に

発揮されるよう点検整備や補修に取り組むほか、防災対策として老朽化したため池等

を改修する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 中はりま農業パワーアップ作戦《拡充・5,200千円》 

 ・ 「現地見学会」、「就農セミナー」等を開催 

・ 新規就農者の早期経営安定のための農業機械導入を支援 

・ 複数生産者によるＩＣＴ農機のシェアリング（共同）利用を支援 

・  中播磨地域にてスマート農業技術の導入を図るための技術実証の実施 

・ 新品種のもち麦（フクミファイバー）を活用した新たな需要開拓 

・ 地域特産物を活用した新商品の開発を支援 

② 人と野生動物が共生できる地域創出事業《拡充・1,900千円》 

 ・ 被害対策の担い手確保・人材育成 

 ・ 地元高校生等を対象にした狩猟講座（座学・捕獲模擬体験等）の開催 

 ・ 獣害対策に取り組む集落に対し、施設機能の向上に係る資材費等を支援 

③ 農業生産基盤の整備《－》 

・  ほ場の大区画化や各ほ場への配水路を配水パイプに置換することによる生 

産性向上を推進 

 ・ ため池等農業水利施設や農地の防災・減災対策を推進 

④ 持続可能な森林経営に向けた森づくり《－》 

 

【主な事業】 

① 高校生のための起業セミナー（再掲） 

② 中播磨地域ＳＤＧｓ力強化プロジェクト 

 ・ 持続可能な社会の実現に向け、社会課題解決に取り組む起業の先進事例の展

示等を行う「Ｈｉｍｅｊｉ ＳＤＧｓ ＥＸＰＯ 2022」の開催支援 

③ ものづくりを支える人材確保支援（再掲） 

④ 中はりまの企業ＰＲ大作戦（ＵＪＩターン対策）（再掲） 
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４ 暮らしやすさ№１の中はりま  

（１）ふるさと意識、地域への愛着の醸成 

     地域文化や郷土史等を次代に伝える事業を実施・支援するなど、子どもや若者のふ

るさと意識や地域への愛着の醸成に取り組むとともに、独身男女の出会いを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちの安全・安心の推進 

     自然災害から安全・安心を確保するため、治水・高潮・土砂対策等にかかる基盤整

備を推進するとともに、地域防災力の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 中播磨地域づくり活動応援事業《拡充・10,084千円》 

・ 地域団体等が実施する地域の課題解決につながる取組や団体自らの活性化の 

ために行う取組（県民提案型協働事業）を支援 

 ・ カーボンニュートラルに関する地域団体が実施する取組等を支援 

 ・ 地域団体が行う子育て支援に関する取組等を支援 

 ・ 「銀の馬車道」を題材に地域団体等が実施する取組等を支援 

② 農婚で縁結びｉｎ中播磨《新規・300千円》 

 ・ 地域の婚活をサポートするため、中播磨の女性農業士とひょうご出会いサポ

ートセンターとが連携した婚活事業を実施する。 

③ 伝統文化を通じた青少年の文化力アップ《2,250千円》 

・ 青少年を対象に日本の伝統文化の継承・発展・普及に寄与する事業を展開 

④ 未来へつなぐ中はりまの農業水利の歴史事業《1,363千円》 

   中播磨の農業水利施設の役割を再認識するための啓発活動を実施 

⑤ 環境学習の推進《386千円》 

 ・ 青少年向けの体験型学習事業等を実施 

⑥ 青少年の健全育成活動の推進《－》 

 ・ 中播磨青少年本部自主事業の展開 

⑦ 中播磨地域ビジョンの推進《3,226千円》 

【主な事業】 

① 災害に強い社会基盤整備の推進《－》 

 ・ 治水対策の推進 
 ・ 地震対策の推進 
 ・ 高潮対策の推進 
・ 土砂災害対策の推進 

② 中はりま地域防災力の充実・強化《192千円》 

 ・ 中播磨地域防災講習会及びひょうご防災リーダーフォローアップ研修を開催 

③ 老朽化対策の推進《－》 

 ・ 道路、河川、港湾、下水道等の社会基盤施設の老朽化対策を推進する。 
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（３）暮らしの安全・安心の推進 

     災害時の医療情報や消費生活など幼児・高齢者等も含めた、暮らすひとの安全・安

心を確保する地域づくりを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な事業】 

① 小児救急医療・適切な受診行動の促進《599千円》 

 ・ 啓発媒体を作成・配布 

② 地域包括ケアシステムの推進支援《98千円》 

 ・ 圏域の地域包括ケア推進会議の開催 

③ 地域を支える看護人材の確保《－》 

④ 授産品の販路拡大支援《1,100千円》 

 ・ 「中播磨“はばたけ授産品コンクール2022”」の開催 

⑤ 災害時における医療提供に関する情報伝達訓練・研修事業《300千円》 

 ・ 災害医療の基礎及び災害発生時の医療機関の患者受け入れ等に関する情報伝

達方法に係る訓練及び研修を実施 

⑥ 安全安心な消費生活の推進《700千円》 

 ・ 消費生活に関する知識を持ち、適切な行動がとれる実践的な能力を身につけ 

るための消費者学習を推進 

 ・ 若年層への消費者教育を強化 

⑦ 地域ぐるみの安全対策事業《200千円》 

 ・ 犯罪の未然防止機能の向上を図るため、地域安全まちづくり推進員の委嘱 

を行うとともに、研修会を開催 

 ・ 「ストップ・ザ・交通事故」県民運動中播磨推進協議会（県民局、市町、 

警察署、交通安全協会等で構成）を設置し、啓発活動を展開 

⑧ 野生動物の被害対策の推進《－》 

・ シカ、イノシシ対策 
・ サル対策 
・ 特定外来生物［アライグマ・ヌートリア］対策、野生動物共生林の整備 


